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栃
木
Ｊ
２
へ
の 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

田
部
井 

一
男 

今
回
、
栃
木
健
生
の
仲
間
と
と
も
に
、
栃

木
Ｊ
２
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
11
月

11
日(

日)

に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
栃
木

県
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
定
期
的
に
行

わ
れ
て
い
る
栃
木
Ｓ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の

試
合
前
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
参
加
し

た
も
の
で
す
。 

当
日
は
三
種
類
の
お
も
ち
ゃ
を
用
意
し
て

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
達
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

し
、
大
人
の
皆
さ
ん
に
は
昔
懐
か
し
い
ベ
ー

ゴ
マ
遊
び
等
を
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
「
今
度
は
い
つ
来
て

く
れ
る
ん
で
す
か
」
と
の
声
も
頂
き
、
励
み

の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

栃
木
健
生
に
と
っ
て
も
試
合
前
に
観
客
に

配
布
す
る
チ
ラ
シ
の
中
に
「
栃
木
県
健
康
生

き
が
い
づ
く
り
協
議
会
ブ
ー
ス
」
の
紹
介
と
、

テ
ン
ト
の
前
面
に
は
「
栃
木
健
生
」
の
掲
示

板
を
掲
げ
て
い
た
だ
き
、
十
分
に
参
加
の
意

義
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

栃
木
Ｓ
Ｃ
の

イ
ベ
ン
ト
担
当

の
方
に
も
大
変

喜
ん
で
頂
き
、
次

回
の
参
加
も
懇

請
さ
れ
、
5
月

前
後
を
討
す
る

旨
を
伝
え
て
来

ま
し
た
。 

編 

集 

後 

記 

今
号
で
は
「
さ
く
ら
市
定
期
文
化
振

興
事
業
市
民
企
画
」
に
採
用
さ
れ
た
「
千

年
の
響
き
天
翔
る
音
色
に
の
せ
て
シ
ャ

オ
・
ロ
ン
と
そ
の
仲
間
た
ち
」
の
紹
介

と
栃
木
健
生
の
平
成
24
年
度
の
活
動
ト

ピ
ッ
ク
ス
お
よ
び
会
員
個
人
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 
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生
き
が
い
サ
ロ
ン 

 
 

 
 
 
 
 
 

長
尾 

嘉
郎 

私
の
住
ん
で
い
る
「
那
須
塩
原
市
五
軒

町
公
民
館
」
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
つ
、
「
生
き
が
い
サ
ロ
ン
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。 

 

こ
の
生
き
が
い
サ
ロ
ン
は
、
地
域
に
お

住
ま
い
の
65
歳
以
上
で
、
ご
自
分
で
公
民

館
ま
で
来
る
こ
と
が
出
来
る
方
を
対
象

に
、
月
に
１
～
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 
 

私
は
「
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校
」
卒
業

 
 
 
 
 
 

黒
宮 

ヤ
ヨ
イ 

掲
題
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
今
年
度
の
当
協
議
会
の

事
業
の
一
つ
と
し
て
、「
さ
く
ら
市
定
期
文
化
振
興
事

業
市
民
企
画
」
に
数
あ
る
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
て

開
催
す
る
も
の
で
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

中
国
琵
琶
を
中
心
に
、
二
胡
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
そ

れ
に
ピ
ア
ノ
を
加
え
た
素
晴
ら
し
い
響
き
を
さ
く
ら

市
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
企
画
で
す
。 

中
国
琵
琶
奏
者
シ
ャ
オ
・
ロ
ン
さ
ん
は
奈
良
正
倉

院
所
蔵
の
国
宝
級
古
代
楽
器
の
レ
プ
リ
カ
に
よ
る
合

奏
団
「
天
平
楽
府
」
の
五
弦
琵
琶
奏
者
と
し
て
、
日

本
そ
し
て
世
界
の
国
々
で
活
躍
中
の
方
で
す
。 

特
に
演
目
の
中
の
「
十
面
埋
伏
」
は
、
琵
琶
法
師

が
源
平
の
戦
い
を
語
っ
た
よ
う
に
、
中
国
最
大
の
ス

ぺ
ク
タ
ル
で
あ
る
漢
楚
の
戦
い
の
模
様
を
、
琵
琶
の

演
奏
だ
け
で
語
り
あ
げ
る
武
曲
で
す
。
十
面
埋
伏
の

言
葉
の
意
味
は
、
四
方
に
び
っ
し
り
と
伏
兵
を
潜
ま

せ
て
包
囲
す
る
状
態
の
こ
と
を
言
い
、
覇
王
項
羽
が

四
面
楚
歌
の
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
、
虞
美
人
と
と
も

に
自
決
す
る
ま
で
の
ド
ラ
マ
を
、
角
笛
、
布
陣
、
伝

令
、
出
陣
、
萬
馬
の
嘶
き
、
剣
戟
の
擦
過
音
ま
で
を

琵
琶
の
繊
細
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
弦
の
爪
弾
き
で

表
現
し
ま
す
。
そ
の
響
き
に
圧
倒
さ
れ
そ
う
に
な
り

ま
す
。 

ま
た
、
日
中
メ
ド
レ
ー
や
親
し
み
や
す
い
曲
も
た

く
さ
ん
演
目
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ

く
ら
市
の
氏
家
少
年
少
女
合
唱
団
と
、
き
つ
れ
川
少

年
少
女
合
唱
団
の
特
別
出
演
が
実
現
し
ま
し
た
。
野

口
雨
情
の
曲
を
中
国
琵
琶
と
二
胡
と
の
競
演
で
は
格

別
の
趣
の
あ
る
演
奏
が
聴
け
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。 シ

ャ
オ
・
ロ
ン
さ
ん
の
魅
力
は
、
琵
琶
の
イ
メ
ー 

世
代
間
交
流
喫
茶
「
い
っ
て
み
っ
け
」 

2
周
年
を
迎
え
て 

藤
田 

三
夫 

平
成
22
年
11
月
発
足
以
来
二
周
年
を

無
事
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
賛
助
会
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
利
用
者
様
の
支
え
の
賜

物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
3
月
に
は
、
急
遽
閉
店
の
事
態
に

陥
り
、
大
田
原
社
協
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

大
田
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
て
、

5
月
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

開
店
日
は
、
毎
週
日
曜
日
と
第
3
土
曜

日
（
福
島
被
災
者
交
流
会
の
し
ゃ
く
な
げ

交
流
会
と
一
緒
に
）
午
前
10
時
～
16
時

ま
で
、
利
用
料
は
、
お
志
と
し
て
、
100
円

以
下
に
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

利
用
状
況
は
、
平
成
23
年
度
は
127
日

で
、
１
，
４
２
２
人
平
均
11
人
強
で
し
た

が
、
24
年
度
5
月
新
し
い
場
所
に
移
転
し

て
か
ら
月
1
回
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
よ

う
に
し
た
こ
と
も
あ
り
、
11
月
ま
で
の
34

日
累
計
652
人
、
1
日
あ
た
り
17
人
と
な
り

利
用
者
数
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
定
期
的
に

手
芸
の
日
（
利
用
者
の
皆
様
で
開
催
）
福
島

被
災
者
交
流
会
（
し
ゃ
く
な
げ
交
流
会
） 

等
も
行
わ
れ
利
用
者
増
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。 

現
在
運
営
は
、
メ

ン
バ
ー
５
名
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
数
名

で
し
て
お
り
、
今
後

と
も
「
市
民
の
居
場

所
」
と
し
て
継
続
し

て
い
き
ま
す
の
で

皆
さ
ま
の
ご
利
用

と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

ご 挨 拶     会長  森 山 京 逸 

栃木県健康生きがいづくり協議会の本年度事業活動の中で、今回さ

くら市定期文化振興事業市民企画に当協議会が企画提案した「千年の

響き天翔る音色にのせてシャオ・ロンとその仲間たち」が採用され

ました。このコンサートを２月２日(土)に氏家公民館で開催します。 

中国琵琶と二胡、それにピアノを加えた素晴らしい響きの演奏をさ

くら市の皆様をはじめ多くの方々にお聴き頂き、きっとご満足いただ

けることと思います。 

当協議会は、皆様の健康と生きがいづくりのアドバイザーとして、

県内各地で地域に密着して，様々な活動を行っております。 

この会報 16 号に本年度これまでの活動内容を紹介しておりますの

で、ご覧下さいましてご理解ご支援をよろしくお願い申し上げます。 

ジ
を
超
越
し
た
音
色
で
情
景
を
描
き
出
す
表
現

力
に
あ
り
、
き
っ
と
さ
く
ら
市
の
皆
さ
ま
の
心
を

揺
さ
ぶ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

さ
く
ら
市
生
涯
学
習
課
の
方
々
に
準
備
等
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。 

 

な
お
、
シ
ャ
オ
・
ロ
ン
は
女
子
十
二
楽
坊
の

プ
ラ
テ
ィ
ア
ア
カ
デ
ミ
ー
中
国
古
典
楽
器
ス
ク

ー
ル
の
中
国
琵
琶
の
主
任
講
師
も
務
め
て
い
ま

す
。 ピ

ア

ノ

奏

者 

堀
越 

昭
宏 

二

胡

奏

者 

ソ
ウ 

セ
ッ
シ
ョ
ウ
（
曹
雪
晶
） 

出
演
者
紹
介 

中
国
琵
琶
奏
者 

シ
ャ
オ
・
ロ
ン
（
卲
容
） 

   

後
、
自
治
公
民
館
の
福
祉
部
に
入
り
、
８
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
27
名
の
部
員
（
男
性
3

名
、
女
性
２４
名
）
と
と
も
に
部
内
を
3
つ

の
班
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
持
ち
回
り
で
計

画
・
実
行
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

 

サ
ロ
ン
の
内
容
は
、「
生
き
が
い
サ
ロ
ン

の
歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
た
後
、
軽
い
体
操

を
し
、
９０
分
位
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
ま
す
。
そ
の
後
食
事
を
１
時
間
ほ
ど
か

け
て
歓
談
し
が
ら
食
べ
て
終
了
し
ま
す
。
経

費
は
、
１
回
の
予
算
は
２
万
円
（
個
人
の
参 

加
費
と
し
て
100
円
を
徴
収
、
他
は
、
市
、

 

子どもたちとのふれあい 

」 

昨年 12 月のクリスマス会の様子 

及
び
自
治
会
か
ら
の
補
助
金
）
で
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
使
用
す
る
材
料
や
食

材
の
購
入
な
ど
に
充
当
し
ま
す
。 

参
加
者
の
様
子
で
す
が
、
笑
顔
が
増

え
、
生
き
生
き
と
し
て
毎
回
の
行
事
を
楽

し
み
に
し
て
、
若
返
っ
て
き
た
よ
う
に
思

え
ま
す
。
毎
回
３０
名
前
後
の
方
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
と
10
月
に

「
自
然
に
親
し
む
会
」
と
し
て
、
外
に
出

か
け
季
節
の
変
化
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

今
後
の
課
題
は
、
参
加
者
及
び
福
祉
部

員
の
新
規
加
入
者
の
補
充
、
活
動
経
費
の

確
保
、
新
規
活
動
内
容
の
開
発
な
ど
で

す
。 

写
真
は
昨
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

12
月
の
「
生
き

が
い
サ
ロ
ン
」

で
参
加
者
が
落

語
を
披
露
し
て

い
る
様
子
で
、

素
人
と
は
思
え

な
い
面
白
さ
に

爆
笑
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 


